






〔目的〕 

川崎病の治療剤として,アスピリンが広く用いられていることは,周知のことである。しか

し,アスピリンを用いると急性死の防止には効果があるようだが冠動脈瘤の発生は完全に

防止し得ない上,大量のアスピリンを用いると,しばしば肝障害がみられることがある。そ

こで,アスピリンより一層効果ある,副作用の少ない治療剤を見い出す目的で,フロベンを

川崎病児に用いてみた。今回,川崎病のフロベン療法の臨床効果と肝機能を中心とした副作

用の検討を行ったので報告する。 


